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ブータン王国の概要

国土のほとんどが森林で覆われた

広葉樹林

モンスーン：6～8月

農業国：狭小な谷合や山の斜面に耕地

耕地のほとんどは、インド国境沿いを除くと海抜2000ｍ以上の高地

ほとんどが自作農

人口：60～140万（1993年）

首都：ティンプー（人口3万）

国教：仏教（チベットより伝来したチベット仏教の古い形式）

言語：ゾンカ

1993年1月のブータン



ブータン王国の歴史

7世紀初頭、中国『隋書』の『附国伝』に「附国南有薄緑夷、風俗亦同」と書
かれ、「薄緑」という地名を西ブータンのパロに同定。

西欧の歴史観では、ブータンの歴史は17世紀から開始される

チベットからの亡命僧侶、ナワン・ナムギャルにより国家統一

国家元首：シャブドゥン（宗教・世俗権力を包括）

宗教界の長：ジェ・ケンポ
世俗界の長：デブ

18世紀よりイギリスと接触

1907年：ウゲン・ウォンチュックが英国より国王として承認される
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調査の目的

ブータン王国の歴史建造物と伝統的技術の現状把握

将来の保存修復に関する援助の可能性を探る

調査時期の選定経緯

単独調査の限界と可能性

実態の把握：記録の方法

建築発展の仮説

保存対象の選定基準

大工技術の実態

事前準備の実際

調査器材の選定基準

調査ノートの取り方

1993年1月のブータン

パロの国際空港


